











































解説の本が 6 冊刊行され、僧侶の読経のカセットテープやＣＤも 8 種類発
売されている。また仏教系新聞によれば、本経は在家信者が読誦あるいは





























１ - ３ 問題の所在
　ここではまず先行研究である高橋亨と増尾伸一郎の研究を紹介した後、
筆者の問題の所在を明らかにする。










　増尾［1997］は、 1 朝鮮本『天地八陽神呪経』の諸本、 2 朝鮮本『天地
























































































































































































身が抱える問題の改善（概要 4・造業造悪、概要 5・淫欲、概要 9・口業）、
（ 3 ）人間に害を与えるかもしれない存在の対治（概要 5 ・邪魔外道、魑


















































　小田は12種類のテキスト（ 1 日本古写本、 2 敦煌Ｂ本、 3 チベット音写
本、 4 トルコ語訳本、 5 チベット旧本、 6 チベット新本、 7 敦煌Ａ類本、
‒ 133 ‒
8 中国（静古）本、 9 モンゴル語訳本、10朝鮮本、11越南本、12続蔵本）
を対照し、語句の異同からそれをグループに分ける。第一のグループは 2 、























No 刊年 刊行寺院 刊行地 外題 経数 収録経典






























7 1731 普賢寺 平北：寧辺 天地八陽神呪経序 2 八陽、太歳
8 1733 仏智庵 ？ 仏説天地八陽神呪経 ＊ 2 八陽、七星請儀文ほか12
9 1769 鳳停寺 慶北：安東 天地八陽神呪経 1 八陽
10 1791 松広寺 全南：順天 八陽経 3 八陽、竈王、歓竈
11 1795 仏巌寺 京畿：楊州 八陽経 7 八陽、明堂、竈王、歓竈、安宅、父母、参禅
12 1796 仏巌寺 京畿：楊州 八陽経 7 八陽、歓竈、竈王、明堂、安宅、長寿、寿生
13 1797 仏巌寺 京畿：楊州 六経合部 7 八陽、竈王、歓竈、安宅、明堂、寿生、十二
14 1807 熊津寺 慶南：昌原 天地八陽経 1 八陽




16 1861 碩川寺 慶北：清道 仏説天地八陽神呪経 ？ ？
17 1881 仏巌寺 京畿：楊州 八陽経 1 八陽













































あり、三つの変化がある。①16世紀から17世紀初の 1 神興寺本と 2 松広寺









































３ - ３ 現存朝鮮本『八陽経』の書式形態の変化










グル 序 密伝 所蔵 典拠
1 1549 神興寺 慶南：晋州 8 行19字 × ○ × 東国 中央
2 1609 松広寺 全南：順天 8 行19字 × ○ × 宝林寺 文化
3 1635 龍蔵寺 全北：泰仁 6 行14字 ○ ○ × 中央 中央
4 1657 天冠山 全南：長興 6 行14字 ○ ○ × 中央 中央
5 1666 桐華寺 慶北：楽安 ？ ？ ？ ？ 誠庵 中央
6 1670 新興寺 江原：束草 6 行14字 ○ ○ ？ 新興寺 ユ・クンジャ［2015］
7 1731 普賢寺 平北：寧辺 6 行14字 ○ ○ × 中央ほか 中央
8 1733 仏智庵 ？ 6 行15字 ？ ？ ？ 壇国 中央
9 1769 鳳停寺 慶北：安東 8 行14字 × ○ × 中央ほか 中央
10 1791 松広寺 全南：順天 6 行14字 ○ ○ ○ 中央ほか 中央
11 1795 仏巌寺 京畿：楊州 11行22字 ○ × × 奎章 中央
12 1796 仏巌寺 京畿：楊州 11行22字 ○ × × フラ東 中央
13 1797 仏巌寺 京畿：楊州 11行22字 ? ? ? 高麗 中央
14 1807 熊津寺 慶南：昌原 8 行16字 ? ? ? 東文 中央
15 1856 奉恩寺 仁川：江華 11行22字 ○ × × 淑大 中央
16 1861 碩川寺 慶北：清道 8 行16字 ？ ？ ？ 啓明 中央
17 1881 仏巌寺 京畿：楊州 11行22字 ? ? ? 誠庵 中央












Ａ 1 神興寺本、 2 松広寺本 ・漢字
・行字数は 8 行19字
16世紀半ばから17世紀


















5 桐華寺本、 8 仏智庵本、14熊
津寺本、16碩川寺本
　Ａグループの特徴は、漢字だけのテキストで行字数は 8 行19字というこ
とである（巻末図 5 ）。Ｂグループの特徴は、半葉に 6 本の界線が引かれ
漢字の左側にやや小さくハングルが併記されることである（巻末図 1 ）。
行字数は 6 行14字である。Ｃグループの特徴は、半葉に 7 本の界線が引か



















































































　（C 1 ）（C 2 ）では、仏に質問する菩薩である無礙菩薩と無辺身菩薩が
出る。これは経典と同じである。（D 1 ）、（D 2 ）では、それぞれ敬信の人、
受持する人に対する功徳が説かれる。
　（E 1 ）（E 2 ）でも功徳が説かれる。（E 1 ）の「官吏から捉われ」は概
要 8 、「父母の三途の苦」は概要10に説かれる。（E 2 ）の「殯葬の日時」
と「産生が易速」は概要18に説かれる。（F 1 ）（F 2 ）でも功徳が説かれる。
（F 1 ）の結婚に関することは概要22、（F 2 ）の墓の造成については概要
18で触れられる。
　（G 1 ）（G 2 ）は本経を守護する存在について述べる。（G 1 ）では天地
の諸聖、（G 2 ）では護家神王である。この護家神王は本文では見ない。（H 1 ）
（H 2 ）はその具体例である。（H 1 ）には八大菩薩が出るが、これは概要
12と23に出る。（H 2 ）の見執の邪神とは何を指すか不明である。
　（I 1 ）（I 2 ）は功徳のまとめである。（I 1 ）では土地という空間的な面
‒ 143 ‒
をいい、（I 2 ）では読誦すれば凶日、禍時はないという時間的な面をいう。
（J 1 ）（J 2 ）は土地と家屋についての功徳であり概要の 6 が該当する。
（K 1 ）（K 2 ）も功徳である。（L 1 ）（L 2 ）は全体のまとめである。（L 1 ）
では天地の広大さ、（L 2 ）では八方の広大さを説く。
　以上、序文の内容を本文と対照させた結果、その内容は、おおむね本文








































の五名の身分は、それぞれ（B 1 ）居士、（B 2 ）僧侶、（B 3 ）貴族？（公





































































































































2 　原語は「소경 팔양경 외듯」（出典はNaver国語辞書）
3 　『法宝新聞』2004年 8 月10日電子版によれば、在家信者が読誦、あるいは勉
強している経典のベスト10は次の通りである。 1 千手経、 2 金剛経、 3 般














































21　「仏説天地八陽神呪経者、（A 1 ）夫日月星宿、明明示於四節、（A 2 ）八部
神将、厳厳顕於五行六甲。（B 1 ）明明、朗曜於虚空、一切鬼魅、殄滅於界外、
（B 2 ）厳厳、列敷於五方、悪賊怨敵、求息於家裡。（C 1 ）是故無礙菩薩、
欲興有為法、啓於長短諸事、仏以解脱方便答、（C 2 ）無辺身菩薩、欲除疑
悔心、請於経巻勝益、仏以讃毀罪福説。（D 1 ）加又、敬信人、解脱諸悪過難、




人興。（G 1 ）今此経者、斯乃天地諸聖、所帰敬、（G 2 ）護家神王、所仰信也。
（H 1 ）是故、八大菩薩頂戴於経巻、衛護読経法師、（H 2 ）見執邪神、宣暢
於神呪、摧伏穢身悪心。（I 1 ）是故依於此経、如法之後、無有悪方害地、（I 2 ）
周於三卷、七徧之次、永無凶日禍時。（J 1 ）然後、動土築垣、而邪神不住、（J 2 ）
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捨古建新、而悪鬼不至。（K 1 ）退於禍害、進於絶命、無不吉德。（K 2 ）犯

























The Circulation and Characteristics of the 
Apocryphal Sutra Tian di ba yang shen zhou jing 
on the Korean Peninsula
SATŌ Atsushi
 Tian di ba yang shen zhou jing isanapocryphalsutracreated inChina
aroundtheeighthcenturythatwastransmittedoverawideareaspanning
fromEastAsia toCentralAsia. Still today it is recited on theKorean
Peninsula.Thispapercomparedeighteenprintingsof this sutra fromthe
Joseoneraandinvestigatedtheircirculationandcharacteristics.Ireachedthe
followingfourconclusions.
 1.Until theseventeenthcentury itwasprintedaspartof thegroupof
apocryphal scriptures entitledFo shuo guang ben tai sui jing.From the
eighteenthcenturyonwards, it tendedtobeprintedunderthetitleBa yang 




ChinesecharactersandHangulwritten in the samesize.Hangul came to





to the1489Songgwangsaversion, introduces fivepeople fromavarietyof
classes, and states that by reciting the sutra they acquired the likes of
longevity,afavorablerebirthforthenextlife,richnessinthislife,andsoon.
‒ 156 ‒
Thissecrettransmissionwasaddedduringthetimethattheprintingofthe
Ba yang jingflourished.
‒ 157 ‒
1.
　今回、佐藤厚先生の発表の討論を引き受けることになりましたが、実際
のところ『仏説天地八陽神呪経』（『八陽経』）に対して関心をもって読ん
だのは今回が初めてでした。もちろん朝鮮時代に本書が多数刊行されてい
たことは知っていましたが、民間信仰と連結した儀式関連文献であり韓国
仏教史では特別の意味はない文献という先入見を持っていました。ところ
で、このような先入見は、私だけでなく韓国の大部分の学者たちも同様で
す。韓国の学界における本書に対する先行研究は、一部の書誌的な研究を
除けば皆無の状態でした。実際、韓国の学会や寺院の集まりで本書に対し
て聞いた記憶はありません。よって佐藤先生の発表文で『八陽経』が現在
の韓国の仏教界で広く読まれている代表的経典であるという文章を見てと
ても驚きました。本書が韓国でかくも重視されていることを初めて知りま
した。
　おそらく、このような現実と認識の不一致は、現在韓国仏教の主流であ
る曹渓宗が、20世紀に入り、既存の仏教界の迷信的要素を排除し、禅宗の
アイデンティティを強化する（仏教）浄化プロジェクトを持続的に推進し
てきたことと関連があると思われます。近代以前に仏教界で広く活用され、
現在も曹渓宗の外の多数の仏教人たちに広く読まれているにもかかわら
ず、曹渓宗や仏教学界など、韓国仏教の公式的な分野では『八陽経』や、
佐藤厚氏の発表論文に対するコメント
崔　鈆植＊著・佐藤　厚＊＊訳

　＊최연식（チェ・ヨンシク）。東国大学校文学部教授。
＊＊専修大学ネットワーク情報学部特任教授。
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これと類似した性格の文献が排除されてきたのです。しかし佐藤先生の発
表を通してわかるように、本書は朝鮮時代に大変活発に刊行されただけで
なく、朝鮮時代の仏教の性格を理解するのにきわめて重要な文献であると
いうことができます。佐藤先生の発表に対する論評を引き受けることによ
り、既存の偏狭な先入見から脱することができたことをありがたく思いま
す。佐藤先生と、および論評の機会をくださった人民大学の先生方に感謝
いたします。
2.
　近代の韓国仏教界で『八陽経』が排除されていたのは本書が迷信的性格
を持っていると考えられたためです。ところが発表文を通してわかるよう
に、本書には─世俗の合理主義的な立場では迷信とみられる─経典を読誦
すれば世間の苦難から脱することができるという内容がありますが、その
程度は多くの大乗経典に見えるものであり、仏教の立場から見て、特別に
迷信的であると見るのは難しいと思われます。むしろ主な立場は仏教徒た
ちが非仏教的な鬼神・占卜などの信仰に陥るのを警戒し、批判して仏教信
仰に忠実なことを強調しています。それにもかかわらず本書が迷信として
排除されたのは、世俗における幸福を追求する内容とも関連があるでしょ
うが、それよりは本書を主に活用していた人と活用される状況のためと考
えられます。すなわち発表文で言及しているように、朝鮮時代には占卜師
として活動していた盲僧たちが『八陽経』を唱える存在として語られてお
り、本書が個別の経典として単行で刊行される場合はまれで、大部分が民
間信仰あるいは道教信仰と関連する他の書物と合刊されていますが、これ
は本書が鬼神および占卜信仰の主宰者たちにより、そのような儀礼の一部
として読誦されたことを示すものであるといえます。もちろん本書が寺院
で僧侶たちの主導で刊行され、寺院の仏教儀礼でも活用されたと思われま
すが、本書が寺院の外の民間で広く活用される中で純粋な仏教信仰とは距
‒ 159 ‒
離がある不純な書物として見なされたもののようです。このように『八陽
経』は、内容自体は仏教的でしたが、現実では本書で批判する鬼神・占卜
信仰と連結されて活用されたという点で、本書は本の中の内容と本の外の
機能が互いに矛盾していたといえます。そうならば、「盲僧が『八陽経』
を唱えるように」という諺は、本来は「意味もわからないままぶつぶつい
う」という意味ではなく、このような内と外の矛盾─『八陽経』で排斥の
対象となった私師としての盲僧が『八陽経』を活用している状況─に対す
る諷刺から出現したものではないかと考えられます。『日省録』（1762年 4
月25日）の「若書自我自、則諺所謂八陽経矣」という文も同様に、「本の
内容と関係なく、あるいは本の内容と反対に言う」という意味と解釈され
ます。
　非仏教的信仰を批判する『八陽経』が、非仏教的信仰で積極的に活用さ
れる状況は、朝鮮時代の仏教と民間信仰の関係をよく示すものであるとい
えます。政府の抑仏政策により民間の後援に依るようになる中、仏教信仰
と儀礼に民間信仰の姿が受容されると同時に、民間信仰と儀礼に仏教的要
素が活用されながら、両者の区別があいまいになる状況を、『八陽経』が
象徴的に示しており、まさにそのような理由のために近代の浄化の過程で
新たな仏教の主流から排除されてしまったのです。近代の韓国仏教が、仏
教浄化のために祈福仏教の排斥を掲げましたが、『八陽経』はまさに祈福
仏教の象徴として見ることもできましょう。
　このような点で、他の国とは異なり朝鮮時代の『八陽経』にだけ序文が
付いているのは、本書が民間信仰と区別される仏教の経典であることをあ
らわすための朝鮮時代の仏教者たちの表現ではないかと思われます。民間
信仰と関連した本と見なされている『八陽経』が仏教信仰のためのもので
あることを強調するために、その基本的な立場を整理して提示したものと
見られます。18世紀末の仏巌寺本には序文が付いて居ませんが、これは仏
教界の民間信仰化がより深まった状況を示すのではないかと思います。当
時、仏巌寺では多くの文献が刊行されましたが、大部分、民間信仰と関連
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した文献でした 1 。それ以前の時期にも寺院の外の民間の儀礼では、序文
がないテキストが使用されていたのではないかと思われます。ちなみに序
文B 2 の「求息於家裡」の求は永の誤読です。
3.
　朝鮮時代の祈福仏教の象徴といえる『八陽経』が、いつ韓国に伝来した
のかはわかりません。増尾伸一郞は、高麗時代にすでに相当流布していた
と述べましたが、発表文で述べられているように、それは正しい根拠を持っ
ていません。現在、1549年刊本が最も古いだけでなく、それ以前の時期の
本書に関する記録は見られません。当時の多くの像内納入品にも本書は見
えていません。ただ、現在まで中国の漢文本の中に朝鮮本と一致するテキ
ストがないことから見て、極めて早い時期に伝わった可能性が高いのでは
ないかと思います。発表文で紹介しているように、小田寿典はトルファン
出土のテキストとの類似性を根拠として遼代（11-12世紀）のテキストが
伝来した可能性を述べていますが、実際、その時期に受容された可能性も
高いのではないかと思われます。ただ16世紀までは仏教界でそれほど重視
されませんでしたが、15世紀以後、抑仏政策が実行される中で、一般大衆
との交流を容易にできる文献として新たに注目されるようになったのでは
ないかと思います。この時期には多数の寺刹が撤廃され僧侶たちが還俗す
る中、民間では庶民を相手にして念仏と簡単な経典読誦により仏教信仰を
主導していた半僧半俗の社長・居士たちが台頭していました 2 。『八陽経』
のような経典は、それらを通して民間に流布され、これを土台として仏教
界内部へ本格的に入るようになり、その過程で元来は無かった序文が追加
された可能性があると考えられます。韓国における『八陽経』の受容過程
に対する先生の意見をお聞かせいただきたく思います。
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4.
　発表文では『八陽経』の諸刊本を、形態によりＡからＤに区分し、その
展開の様相を、「Ａ（漢文）→Ｂ（小字ハングル倂記）→Ｄ（大字ハング
ル倂記）」として述べています。概略的な流れは同意しますが、Ｃの位置
に対する説明は不十分な感じを覚えます。発表文では刊行年代に依拠して
鳳停寺本（1769年）をＣ類型に分類しましたが、実際、板本の形態から見
て、Ｂ類型はＣ類型を土台とし、そこにハングルを附加したのではないか
と考えられます。そうならば、実際のところＣ類型は17世紀初に成立して
いた可能性が高いと思われます。一方、私が確認したところによれば、熊
神寺本（1807年）と磧川寺本（1861年）もハングルがない漢文本で、Ａお
よびＣ類型と同じ性格です。そのほかにも18世紀に漢文本として刊行され
た多くの版本が確認されています。すなわち、漢文本は16世紀中葉から19
世紀中葉まで多様な形態で継続して刊行され、その中間にこのような漢文
本を土台としてハングルが並記されたＢとＤ類型が刊行されたのです。Ｂ
類型は刊行場所は多様ですが同じ形態であり、Ｄは同じ寺院で同じ形態で
刊行されました。
　一方、発表文では鳳停寺本（1769年）を単刊としていますが、同年（1769
年）に同じ寺で『仏説太歳経』が刊行されたことを［増尾、1998、p.5］
考慮すると、本書は単刊ではなく『仏説太歳経』とセットで刊行された可
能性が高いと思われます。
5.
　発表文では『八陽経』の本文に対しても詳細に説明しているので本書の
内容と思想的特徴について多くの理解を得ることができました。ところで
本文解釈の中、（17）の「愚人依字信用、無不免其凶禍」は、内容上、「愚
人は文字を信用して災難を受ける」ではなく、「愚人たち（＝一般人）が、
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この文を信じ使用すれば、すべての災難を受けないようにする」と解釈し
なければならないのではないかと思います。このように解釈すれば、この
句は、文字に対する執着を批判するのではなく、経典の内容によく従うこ
とを勧める文章と解釈しなければならないでしょう。一方、（31）の「欲
作有為功、読経莫問師」も、「有為の功をなそうとすれば、経典を読み師
匠に尋ねることなかれ」ではなく、「有為の功をなそうとすれば、（仏教の）
経典を読み、（仏教以外の）邪師（=占卜師）に尋ねることなかれ」と解
釈するのが自然と思われます。この文も経典の内容によく従うことを強調
する文章と見ることができると思われます。
　本文（25）に対する説明では経典の『阿那含経』、『大智度論経』、『瑜伽
論経』などをそれぞれ『阿含経』、『智度論』、『瑜伽論』などと表現してお
られます。ところで『阿那含経』は経錄に『阿含経』とは別の経典として
出ています。また阿賴耶識から出るという『大智度論経』と『瑜伽論経』も、
『智度論』と『瑜伽論』ではなく、それらの根拠となるより深遠な経典を
指した可能性も考えられます。一方、含蔵識に『阿那含経』と『大般涅槃
経』を連結させ、阿賴耶識に『大智度論経』と『瑜伽論経』を連結させる
のは、それなりの思想的配対があるのではないかと考えられます。これに
対する先生の意見をお伺いしたいと思います。
　最後に本文（ 3 ）の内容を、人間至上主義の特異な仏教思想であると述
べておられますが、本書でこのような人間至上主義を主張する背景や意図
は何でしょうか。これに対する先生の意見がおありかどうか、お尋ねした
いと思います。
　ありがとうございました。
【注】
1 　白ヘギョン・宋日基「楊州地域仏書刊行に関する硏究」『韓国文献情報学
会誌』40-4、2006年。18世紀末に仏庵寺では中国民間道教の善書も刊行さ
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れたという（李テヒ「朝鮮後期善書の受容と流行の要因」『国際語文』69、
2016年）。
2 　陳ナラ「朝鮮前期社長の性格と機能」『韓国思想史学』22、2004年。
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　崔鈆植先生におかれましては拙論を丁寧に読んでくださり、筆者の誤り
を指摘してくれたほか、有益なご指摘をしてくださいました。心より感謝
申し上げます。ここに崔鈆植先生（以下、論評者）のご質問に対する応答
を申し上げます。
　論評者の質問は大きく分けて、朝鮮半島での流通の問題と、『八陽経』
自体の問題からなります。
（ 1）朝鮮半島での流通の問題
　第一に、朝鮮半島への『八陽経』の伝来時期に関する問題です。現存す
る最古の刊本は1549年ですが、それ以前のいつの時期に伝来したかという
ことですが、正確なことはわかりません。高麗時代に伝来した可能性はあ
ると思いますが、その際に流行した記録は現在のところ見いだせません。
『八陽経』が流行しだすのは、論評者の指摘通り、朝鮮時代になり抑仏政
策が盛んになってからの可能性が考えられます。この問題を考える時の一
つのカギが、『太歳経』などの偽経群とセットになって流通していたこと
です。これも中国では見られない特徴ですが、だれがどのような形でセッ
トにしていったのか、この辺りが謎を解くカギになると思います。またこ
の問題を考える時に、中国での刊行や流通の情況を探るのもヒントになる
と思います。
　第二に、刊本の変遷に関して、漢文だけのタイプであるＣ類型を重視す
崔鈆植氏のコメントに対する回答
佐藤　厚＊

　＊専修大学ネットワーク情報学部特任教授。
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べきではないかという指摘です。これは論評者の意見に同意します。筆者
がＣ類型を細かく検討できなかった理由の一つに実際のテキストを見るこ
とができなかったこともあります。熊津寺本は現在東京の東洋文庫にあり
ますが、筆者が閲覧しに行った時には修理中とのことで実見することがで
きませんでした。また鳳停寺本（1769年）が単刊か否かですが、ご指摘の
通り同年に『太歳経』が刊行されているのでセットになった可能性があり
ますが、刊本を見ると、他の経典との連続は確認できません。
　第三に、朝鮮本だけにある序文の語句の問題です。序文B 2「求息於家裡」
の求が永の誤読との指摘。これはそのまま受容いたします。
（ 2）『八陽経』そのものに関する質問
　続いて『八陽経』そのものに関する質問三つです。
　第一に、「愚人依字信用、無不免其凶禍」の読みの問題です。私が「愚
人は文字を信用するので災いを受ける」と解釈したのに対して、論評者は、
「愚人たち（＝一般人）が、この文を信じ使用すれば、すべての災難を受
けないようにする」と解釈します。漢文からみれば二重否定なので災難は
受けないと解釈するのが正しいです。論評者は内容を、「文字に対する執
着を批判するのではなく、経典の内容によく従うことを勧める文章と解釈
しなければならないでしょう」と述べておられます。ただここで問題と思
われるのは、この文脈は愚人が最終的にはよくない境地に行くことを説い
ていることです。文字の部分に続いて、邪師を使い、邪神を求めるなどマ
イナスなことが説かれます。そう考えると文字についても愚人にマイナス
なことが説かれるべきではないかと考えるのです。ここで解説本を参考に
すると、「愚人たちは、文字により、すべての災難を受けないようになる
と信じる」（張尚2000）という解釈があります。これも一つのアイデアだ
と思います。
　第二に、八識説と経典論書の配当の問題です。論評者は「含蔵識に『阿
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那含経』と『大般涅槃経』を連結させ、阿賴耶識に『大智度論経』と『瑜
伽論経』を連結させるのは、それなりの思想的配対があるのではないかと
考えられます」と述べています。ここでの問題点は、まず一つは阿頼耶識
を意味する含蔵識が第七識になっていることです。これがなぜかはわかり
ません。続いて配当される経典・論書の意味についてですが、何か意味が
あると思いますが、現在のところアイデアはありません。
　第三に、『八陽経』の性格とされる人間中心主義に関する問題です。論
評者は「本書でこのような人間至上主義を主張する背景や意図は何でしょ
うか」と質問しています。思想背景には、これが 8 世紀ころの著作である
とすると、一つはアイデアにすぎませんが北宗禅との関連が考えられます。
それは五根と如来や仏とを対応させることが北宗禅の文献にも見えるらし
いからです。だからといって北宗禅そのものかどうかはより検討しなけれ
ばなりません。あとは密教も関係するかもしれません。
